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学校設定科目「環境保全型農業」における、 
自分自身の意見を形成し伝えることのできる 

生徒の育成 
―考えの整理と共有化・可視化を通して― 

 

特別研修員 水江 昌史 

Ⅰ 研究テーマ設定の理由 

次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ（素案）のポイントでは、「主体的・対話的で深い学

び」の視点から、各教科等で習得した知識や考え方を活用した「見方・考え方」を働かせて、学習対象と深

く関わり、課題を発見・解決したり、自分自身の考えを形成し表したり、思いを基に構想・創造したりする

「深い学び」が求められている。 

所属校で農業を学ぶ生物資源系列の生徒は、挨拶や返事がしっかりとでき、栽培実習や販売実習といった

体験的学習には積極的に取り組むことができる生徒が多い。座学では、学んだ内容を活用しようとする生徒

も見られる。しかし、農業に対する興味・関心が高いとは言えず、学習への動機付けが難しい生徒も見受け

られる。また、発問によっては発言が少なくなり、班別学習では消極的になる生徒が多い。自分自身の考え

を出すことができず、話合いでは指示待ちや傍観している場面が多くみられ、主体的な活動となっていない。 

そこで、こうした生徒に既習事項の提示や資料の工夫から興味・関心を喚起し、課題に対する自分自身の

見方や考えを導くとともに、話合いでの発言や考えの共有を図ることが大切であると考えた。その上で自分

の気持ちや考えを仲間と交換し、分からないところを聴き合い・教え合い・支え合う活動を通して、自分自

身の意見を形成する姿勢を育むため本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究内容 

 

１ 研究構想図 
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２ 授業改善に向けた手立て 

小学生との交流活動の計画を立案する中で、自分の見方及び考えを基に、話合いで発言し協議する過程

において、自分自身の意見を形成していくために次の手立てを授業実践に取り入れた。 

＜手立て１＞ 

ワークシートを活用した考えの整理 

＜手立て２＞ 

ホワイトボードを活用した考えの可視化・共有化 

＜手立て３＞ 

個人活動とグループ活動を交互に行うことによる意見の形成 

 

手立て１では、自分自身がどのような考えを持っているかを整理する。ワークシートは順を追って整理

できるようにし、自分自身の考えを導き出すことが苦手な生徒に対しても既習事項の振り返りを基に、考

える順序やキーワードを例示し、考えを導き出しやすいようにした。 

手立て２では、Ｂ４判のホワイトボードに互いの考えを書き込み、グループ全員が他者の考えを見やす

くし共有できるようにする。他者の発表時に内容を個々でワークシートに記入するだけでは書くことに精

一杯になりやすく、聞き逃しや見せ合う活動で終わってしまうことがある。そこで、ホワイトボードを使

用することで共通認識を持たせるとともに、後で見返すことがしやすく聞き逃しを防ぎ、他者との考えの

違いに気付きやすくした。 

手立て３では、個人活動とグループ活動を交互に行う。個人活動で自分自身の考えを持ち、グループ活

動で共有する中での気付きや新たな考えから、もう一度個人活動に戻り再考し、発表することで自分自身

の意見を明確にさせるようにした。他者の考えを聞くことで、自分自身の考えをまとめることが苦手な生

徒も、他者の発表から気付きや新しい考えを知ることで再考するための材料とした。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

○ 個人活動とグループ活動を交互に行うことで、自分自身の考えを再確認することができ気付きや新

たな考えを導き出すことができた。また、考えを発表することが他者の考えを積極的に聞く姿勢の向

上につながった。 

○ 教師が既習事項と関連させながら進め、ワークシートの順序や例示を工夫することで、自分の考え

をまとめることが苦手な生徒も考えを書き出すことができた。また、自分自身がどのようなことを考

えているかを深めるきっかけとなった。 

○ ホワイトボードを活用したことで、言葉だけでは伝えることが苦手な生徒も言葉を文字として示す

ことで、スムーズに自分自身の考えを伝えることができた。また、発言がスムーズになることでグルー

プ活動が活性化し、互いの考えに対しての質問が見られ、他者の考えを理解することにつながった。 

 

２ 課題 

○ ワークシートを活用し考えを整理させたが、興味・関心が高くない生徒の一部は、既習事項を振り

返ることが困難であった。レポートや写真を示すなどの具体的な支援により興味・関心を引き出させ、

いかに自分のこととして捉えさせるかが課題である。 

○ グループ活動で考えを出し合う際にホワイトボードを使用したが、ワークシートとの使い分けがで

きていなかった。今後は、ワークシートに整理する時間の設定を行うとともに指示を分かりやすくす

るなどの工夫が必要である。 

○ 発表の際にホワイトボードを見やすいよう黒板に貼る工夫をすることで、考えの共有や新たな気付

きを、より一層促すことができると考えられる。 
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・・実践例・・   

１ 単元名  「有機栽培の活用」（総合学科 生物資源系列 第３学年・２学期） 

 

２ 本単元について 

学校設定科目「環境保全型農業」は「環境保全型農業を具体的に実践するために必要な知識と技術を総

合的に習得させ、環境保全型農業の特質を理解させるとともに、農業生産物の品質と生産性の維持・向上

及び食の安全の確保や地域環境の保全を図る能力と態度を育てる。」ことを目標として、有機栽培を活用

して環境の保全や食の安全について学ぶ科目である。 

特に本単元では、有機栽培を活用し、小学生との交流活動の計画を立案し実施する中で、有機栽培や地

域環境の保全への関心を深めるとともに、意欲的に活動をする態度を身に付けさせる。また、立案や振り

返りにおいて、既習事項や自分自身の考えから課題（問題）への対策を検討する中で、思考力を育成する。 

本時においては、これまでの栽培学習及び交流活動を基に小学生との交流活動計画をグループで立てる

活動を通し、自分自身の考えを整理しまとめる。そのために、グループで考えを共有し、他者の考えから

の気付きを通し自分自身の意見を形成させる。 

本単元では以下のとおり指導計画を構想し実践した。 

目標
 有機栽培及び地域環境の保全について交流活動を通して関心を深め、栽培計画から実施までを意

欲的に行う態度を身に付け、振り返りを通して自分自身の考えから課題（問題）に対する対策を導

き出す思考力を育成する。 

評 

価 

規 

準 

関心・意欲・態度 有機栽培を活用した交流活動及び地域環境に興味・関心を持ち、活動に意欲的に取り組

む態度を身に付けようとしている。 

思考・判断・表現 活動対象に合わせた、伝わりやすい表現を工夫し、課題（問題）に対する対策を考えて

いる。 

技能 これまで学んできた栽培技術を基に、活動を確実に行っている。 

知識・理解 有機栽培の特質や地域環境の保全について理解している。 

過程 時間 主な学習活動 

課題把握 第１時 交流活動として何を伝えるべきか目標を考える。 

計画
 第２ 

～３時 

交流活動の計画を立てる。 

実践 
第４ 

～５時 

計画に合わせて交流活動を実施する。 

まとめ 第６時 交流活動の振り返りを行う。 

 

３ 本時及び具体化した手立てについて 

本時は全６時間計画の第１、２時に当たる。小学生との交流活動において「何を伝えるべきか」を基に

各グループで交流活動のテーマを考えた。このテーマを基に小学生に向けた交流活動をグループで立案す

る活動の中で、既習事項からどのような交流活動が良いか自分自身の考えを導き出させるため、次の手立

てを行った。 

 

○ 手立て１ 個人活動：ワークシートを活用し順を追い自身の考えを整理する 

自分自身の考えをワークシートに書き出すことによって何が分かっていて、何が分かっていないか

目に見える形で整理する。既習事項から考えを書き出せるよう、キーワードや順序を例示し考えを整

理しやすいようにした。 

○ 手立て２ グループ活動：ホワイトボードを活用し考えを共有する 

ホワイトボードを使用することで、全員が同じものを見ながら考えを共有させ、後で見返すことが

でき聞き逃しを防ぐ。また、他者との考えの違いに気付きやすくする。 
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図２ 机間支援の様子 

図３ ホワイトボードを使った 

共有の様子 

図１ ＫＪ法により書き出した

アイデア 

○ 手立て３ 個人活動とグループ活動を交互に行うことにより考えを形成する 

まず、個人活動において自分自身の考えを持たせ、グループ活動にて考えを伝えるとともに他者の

考えを知る中で新たな考えに気付かせ、個人活動に戻り再考する中で自分自身の意見を明確化する。 

 

４ 授業の実際 

本時の授業では、既習事項や様々なアイデアを活用し小学３・４年生を対象とした交流活動を計画する。

個人活動ではワークシートを使用し、概要やアイデアを考える。これを基にグループ活動を行い、考えを

共有する中でさらなるアイデアを見付け出す。その上で、個人活動にて実際の交流活動を立案する。そし

てグループ活動にて共有しグループとしての交流活動を立案していく。立案した計画をグループ毎に発表

し、各自がそれぞれのグループへアドバイスを行う。これを基に各グループは計画の再考をする。 

(1)  個人活動１ 

どのような交流活動ができるかを考える場とした。 

既習事項やこれまでの交流活動を基に自分たちに何ができる

のか、児童はどんなことが知りたいかを想像しながら交流のア

イデアやキーワードを書き出した。その際にどの作目か、どの

ような活動か、何を伝えたいのかといったキーワードを示し書

き出しやすくした。 

(2)  グループ活動１ 

グループとして考えをまとめ、グループのテーマ設定を行う

場とした。 

各自が考えたアイデアやキーワードを基にＫＪ法を用いて考

えをまとめテーマを決定した。（図１）考えがあまり出ていな

かったグループも、机間支援の中で具体的な季節やこれまでの

実習内容を振り返らせることで考えが出るようになった。 

(3)  個人活動２ 

グループで考えたテーマを基に交流の計画を立てる場とした。 

ワークシートに分かりやすい表現で例示したことで考えを書

き出すことができた。 

思考することが苦手な生徒に対して、机間支援にて個別に声

掛けを行ったことで、これまでの体験に気付きアイデアを思い

浮かべることができた。（図２）しかし、ワークシートへの記

入が単語のみの表現となってしまい、具体的な活動を示すこと

まではできなかった。 

(4)  グループ活動２ 

個人活動で検討した内容やアイデアをグループ内で共有する

場とした。 

四人一組で行い、それぞれに司会・記録・発表・道具と役割

を持たせた。個人活動で考えた計画やアイデアをホワイトボー

ドで共有を図った。（図３）これにより話を聞き自分だけで他

者の考えを整理するのではなく、書き出して共有したことによ

り、聞き逃しや発言者の意図することとの違いを少なくするこ

とができた。 

(5)  グループ活動３ 

共有した内容を基にグループとしての考えをまとめる場とした。 

グループとして共有した考えを基に良い点を出し合いながら計画書を作成した。話合いではこれまで 
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の交流活動を振り返り、対象の小学生はどのようなことが行え

るか推測し、計画した内容を実際に行うことが可能かを協議し

た。（図４）また、書籍等を参考資料として準備したことで、

より具体的に活動を行えるかを協議することができた。 

(6)  発表 

各グループで作成した計画書を書画カメラで投影し説明を行

う場とした。（図５・６） 

各グループの発表を聞く中で各自がそれぞれのグループに対

してのアドバイスを記入した。（図７） 

発表を自分自身のこととして捉えられたことで、それぞれの

グループに良い点や改善点、提案を書くことができた。 

(7)  グループ活動４ 

各グループの発表及びアドバイスを基にグループで計画を練

り直す場とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 考察  

個人活動では、順を追って考えられるようにワークシートを作

成したことで、多くの生徒が考えを整理し、まとめることができ

た。また、時間の流れを示し、例を記載したことで、文章作成の

苦手な生徒も自分の考えを書くことができた。不十分な生徒には

机間支援する中で、これまでの活動を思い出せるよう声掛けを

行ったところ書けるようになった。 

グループ活動では、それぞれに役割を持たせたことで、自分自

身のこととして話合いを進める姿が見られた。また、Ｂ４判のホ

ワイトボードに書き出すことで、他者の考えをより理解すること

につながった。個人活動２で計画を立てられなかった生徒も、他

者の考えを聞く中で、これまでの活動を振り返り、新たなアイデ

アを思いつき考えを述べることができた。しかし、計画を立てら

れず、話合いにも消極的で、考えを述べられずに終わる生徒も見

受けられた。 

個人活動やグループ活動でうまく進んでいなかった生徒も、机

間支援時に資料の活用や振り返り、話合いを促すことで話合いを

少しずつ進めていた。 

全体を通して、多くの生徒がグループ活動に積極的に参加して

話合い活動ができた。振り返りからも「他の意見を聞いてまとめることができた」「周りの意見を聞きま

とめることができた」という感想が見られグループ内で考えを交換することで、自分自身の意見を確立し

自信を持つことにつなげることができた。  

図６ 作成した計画書 

図５ 発表の様子 

図７ ワークシート(後半) 

図４ 話合いの様子 
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６ 資料 

 

(1)  交流活動を計画した際に使用したワークシート 

 
※ノートに貼りやすいようにＢ４判で作成した。 

 

(2)  個人活動・グループ活動する際に設定したルール 

 

    個人活動・グループ活動はタイマーを使用し、時間を区切りながら行った。 

 


